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葛谷幹夫（電子工学科）、水野英二（土木工学科）、

片岡靖夫（建築学科）、小野博宣（同）、勅使川原

誠司（同）、龍岡亮二（経営情報学科）、鎌田信夫

（経営学科）、山口直樹（同）、原田太津男（国際

関係学科）、杉本和弘（日本語日本文化学科）、塩

澤　正（英語英米文化学科）、大塚健三（環境生

物科学科）、谷山鉄郎（同）、森上　敦（同）、南　

基泰（同）、池田隆二（健康科学教室）、渡邉　香

（同）、蒲生晴明（同）

以上20人

「大学教育の品質保持管理
－単位制とGPA－」

絹川正吉国際基督教大学学長が講演

　6月11日、大学リサーチセンター大会議室におい

て国際基督教大学学長の絹川正吉氏をお招きして、

単位制とGPA（単位数を重みとする評点の平均値で

あるGrade Point Average）について講演いただいた。

絹川氏は、「成績評価の厳格化と学習支援システム」

（2003年 4月地域科学研究会出版）の著書の中で表

記タイトルについて分担執筆されており、本講演で

はその内容のエッセンスを著者自らお話しいただく

貴重な講演となった。

　講演では、1）GPAの目的と定義、2）GPAの活用

例、3）GPA制度のメリット・デメリットについて

国際基督教大学（以下ICU）、国内他大学やアメリカ

の例を挙げられ、大学教育の品質管理について示さ

れた。まず、教育の質維持の小道具としてGPAを厳

格な成績評価に活用したわが国の導入経緯を、続い

てGPAと優・良・可制度との違いでは、不合格科目

も記録した学習活動をトータルに評価するのがGPA

制度であることや不合格科目再履修制度で改善でき

ることなどが示された。GPAの活用では、日本の大

学における受講単位上限制度（キャップ制度）は能

力のある学生を遊ばせることになるのに対して、

GPAを活用し能力ある学生は上限以上履修できるア

メリカのキャップ制が紹介された。

　また、GPA制を成績不良除籍制度としてICUでは

1960年から活用されており、そのミニマムリクワイ

アメント（各学期の履修単位及びGPAがミニマム以

上）を満たすために履修指導などでアドバイザーや

カウンセラーをおいて相談するシステム導入のご苦

労などについてもお話しいただいた。3学期制度を

有するICUでは、この成績不良除籍制度は除籍をし

ないための制度として設けられており、本学におい

ても参考になる制度といえよう。

　その他、失敗談を含んだ取り組みや桜美林大、山

梨大、青森公立大の退学勧告制度などへの活用例、

卒論資格、教職課程受講資格への活用の他、企業の

採用判断資料、自動車保険料割引といったアメリカ

の例も紹介された。さらに、GPAを用いるメリット

として教員集団における評価の標準化、教員に教育

の共同性を自覚させる作用、成績評価は教員の学問

的権威によるのではないという認識、学生の自己学

習支援契機を与えることが指摘された。

　GPA制度の問題点が述べられた後に、本講演の

キーワードとも言えるミニマムリクワイアメントに
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関して、教員の質の担保が無いところでの厳格な成

績評価は無意味であることから、大学教育のミニマ

ムリクワイアメントの究極は、大学教員の質のミニ

マムリクワイアメントであると指摘された。「教員

のミニマムリクワイアメント」を今一度考え直す必

要があることを認識させられる講演であった。

（大学助教授　土木工学科　杉井俊夫）

「大学教育における情報技術の有効活用
―MITのオープンコースウエアと

アイデンティティ―」
MITの宮川繁教授が講演

　宮川繁先生（マサチューセッツ工科大学教授）の

「大学教育における情報技術の有効活用―MIT の

オープンコースウエアと大学のアイデンティティ

―」と題した講演会が、大学教育研究センター主催

により、7月23日15時10分から16時40分まで、521

講義室で行われた。

　オープンコースウエアは、約2,000あるMITのす

べての授業の教材をweb上で無料公開するプロジェ

クトで、2001年4月にMITのベスト学長によって発

表された。発表直後より世界中のメディアに取り上

げられ、広く公表しているわけではないが、現在ま

でに約50コースが公開されて、訪問者数80万人、ア

クセス数は1億回を超えていることが紹介された。

本年10月までに500コース、5年以内にすべてのコー

スを公開する予定とのことである。全盛であった

.netビジネスとしてスタンフォード大学などで遠隔

教育授業を行っていた時期に、フリーのオープン

コースウエアを立ち上げた意味について詳しく説明

がなされ、「MITで先行してwebで教材を公開して

いた教授は、自らの教育の改善のために自主的に

行っている」こと、「先行していた他大学で遠隔教

育がビジネスとして成立していなかった」ことなど

を総合的に判断した結果であることが紹介された。

　MITにおいてオープンコースウエアは、「MITの

教育そのものではない。MITの教育はキャンパスで

の学生間の交流、学生と教員との交流に本質があ

る。そのごく一部がオープンコースウエアであり、

MITの教育を無料で提供しているわけではない」と

いう位置付けであることが説明された。この位置付

けの基にオープンコースウエアプロジェクトは進め

られ、その過程で「大学の教育とは何か」について

議論が深められたことが示された。MIT において

は、「教育は人間と人間の間で行われるもので、教

材はほんの一部である」ことが明確にされ、オープ

ンコースウエアについては次のような理念が示され

た。「①オープンコースウエアは、MITの教授がMIT

の学生のために作ったものを無料で世界に提供して

利用されることを意図している。遠隔教育ではな

い。単位は取れない。登録はしない。教授との接触

はない。②オープンコースウエアは、MITのweb上

での教材の出版活動であり、知識を全くopenにして

share し、誰でもアクセスできる永久に続けるべき

プロジェクトである。③MITでは社会に役立つこと

を目的として研究開発を行っている。教育活動を世

界で役立たせる活動もMITの使命であり、その役割

をオープンコースウエアは担う。」

　オープンコースウエアのコンテンツの版権、著作

権に関する説明がなされ、条件を満たせばコンテン

ツの翻訳・改変・利用が可能であることが示された。

オープンコースウエアに教材を載せるに際しての負

担が教授にかからないような電子化コンテンツ作成

サポート体制と、教材として利用している資料の知

的所有権・版権問題を解決する専門部署があること

が紹介された。
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